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現
在
計
画
し
て
い
る
施
設

の
姿
を
市
民
に
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
救
急
医
療
施
設
と
い
う
言

葉
が
先
行
し
て
い
る
が
、
応
急

医
療
施
設
が
現
実
的
で
は
な
い

か
。
設
置
目
的
、
施
設
の
内
容

を
市
民
に
周
知
し
た
ら
、
施
設

の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。
施
設
の
第
１

期
計
画
は
、
平
成
19
、

20
年
度
で
設
置
す
る

と
な
っ
て
い
る
が
、

合
併
特
例
債
を
活
用

す
る
の
か
。
建
物
の

規
模
は
適
切
か
。
敷

地
は
す
べ
て
を
医
療

施
設
に
利
用
す
る
の

か
。
ま
た
、
第
２
期

計
画
以
降
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

施
設
は
「
公
設
民

営
と
す
る
」
と
あ
る

9

そうじゃ 議会だより

―
２
委
員
会
の
行
政
視
察
を
報
告
し
ま
す
―

経
済
水
道
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

残
暑
な
お
厳
し
い
８
月
22
、
23
日
両
日

に
わ
た
り
愛
知
県
犬
山
市
、
岐
阜
県
高
山

市
を
視
察
し
た
。
と
も
に
歴
史
と
伝
統
、

自
然
豊
か
で
風
光
明
媚
な
観
光
地
と
し
て

年
間
通
し
て
４
０
０
万
人
を
優
に
超
え
る

人
々
が
訪
れ
る
所
だ
。

オ
ン
リ
ー
”わ
ん
“
独
自
施
策
で
リ
ー

ド
す
る
犬
山
市
は
「
木
曾
の
流
れ
に
古
城

が
映
え
、
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
も
り
の
ま

ち
　
犬
山
」
を
総
合
計
画
の
ゴ
ー
ル
イ
メ

ー
ジ
に
し
て
い
る
。

　
観
光
予
算
は
３
億
１
８
０
０
万
円
。
犬

山
城
、
木
曽
川
の
鵜
飼
は
特
別
会
計
だ
が
、

次
第
に
減
額
と
な
っ
て
い
る
の
で
観
光
協

会
の
法
人
格
取
得
と
自
主
運
営
が
目
前
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

行
政
の
観
光
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

木
曽
川
に
抱
か
れ
た
共
通
の
ふ
る
さ
と
＝

「
木
曽
川
夢
空
間
」
と
称
し
流
域
の
４
市

１
町
、
犬
山
市
・
美
濃
加
茂
市
・
各
務
ヶ

原
市
・
可
児
市
・
坂
祝
町
が
集
ま
り
広
域

で
全
国
へ
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
県

境
を
越
え
た
広
域
連
携
の
観
光
PR
は
め
ず

ら
し
い
。

ま
た
飛
騨
高
山
は
平
成
の
合
併
で
日
本

一
広
大
な
面
積
の
市
と
な
り
、
数
百
年
の

歴
史
を
も
つ
古
い
町
並
み
、
秋
の
高
山
祭

り
な
ど
の
歴
史
的
文
化
資
源
、
乗
鞍
岳
、

奥
飛
騨
温
泉
郷
な
ど
の
自
然
資
源
が
豊
富

に
な
り
、
ま
さ
に
名
実
と
も
に
”国
際
観

光
都
市
“
と
な
っ
た
。
全
市
の
す
み
か
ら

す
み
ま
で
す
べ
て
観
光
資
源
と
い
っ
て
も

い
い
。

　
し
か
し
、
課
題
も
大
き
い
よ
う
だ
。
道

路
な
ど
の
段
差
対
策
や
車
椅
子
ト
イ
レ
の

設
置
、
外
国
人
観
光
客
が
安
心
し
て
一
人

歩
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
”ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
“
化
と
国
際
化
を
進
め

る
こ
と
だ
と
い
う
。

　
観
光
客
を
温
か
く
迎
え
る
こ
と
は
、
地

域
に
住
む
人
々
が
安
心
し
て
安
全
に
そ
し

て
豊
か
に
過
ご
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

も
の
だ
。
ど
れ
も
が
も
う
一
度
行
き
た
い

と
思
え
る
観
光
地
に
は
、
そ
の
よ
う
な
き

め
細
か
い
ま
ち
づ
く
り
の
側
面
も
あ
る
と

気
づ
か
さ
れ
た
。

去
る
10
月
19
日
、
20
日
に
高
知
市
と
馬
路

村
を
視
察
し
た
。
高
知
市
で
は
行
財
政
改

革
・
市
民
意
見
提
出
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）
・
住
民
参
加
型
ミ
ニ
公
募
債
「
高

知
市
龍
馬
債
」
に
つ
い
て
、
馬
路
村
で
は
地

場
産
業
（
ゆ
ず
製
品
）
の
振
興
に
よ
る
財
政

効
果
・
地
域
振
興
（
馬
路
村
PR
特
別
村
民
制

度
）
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

高
知
市
は
人
口
約
32
万
７
千
人
、
観
光
と

農
業
が
主
な
地
場
産
業
。
第
三
次
産
業
に
偏

っ
た
就
労
構
造
で
、
財
政
基
盤
が
弱
い
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。「
時
代
に
求
め
ら
れ
る
新

し
い
高
知
市
役
所
を
目
指
し
て
」
の
理
念
の

も
と
、
事
務
事
業
の
見
直
し
・
民
間
委
託
の

推
進
・
定
員
管
理
と
給
与
の
適
正
化
・
財
政

運
営
の
見
直
し
等
を
掲
げ
て
、
16
年
度
よ
り

改
革
を
推
進
し
て
い
る
。

し
か
し
、
目
標
に
近
づ
い
て
は
い
る
も
の

の
、
社
会
資
本
整
備
や
台
風
等
の
災
害
対
策
、

競
輪
・
競
馬
事
業
の
赤
字
が
響
き
、
公
債
費

負
担
率
が
約
28
％
と
大
き
く
、
特
別
職
10
％
、

一
般
職
５
％
の
給
与
カ
ッ
ト
で
対
応
す
る
厳

し
い
財
政
運
営
だ
っ
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
平
成
16
年
に
始

ま
り
、
当
初
は
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
が
、
住
所
・
氏
名
を
明
示
す
る
規
則
の

た
め
か
最
近
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
う
。
ま

た
、「
龍
馬
が
生
ま
れ
た
ま
ち
記
念
館
」
の

建
設
等
に
充
て
る
た
め
発
行
し
た
「
龍
馬
債
」

は
年
々
購
入
者
が
減
り
、
市
の
財
政
負
担
が

増
え
る
た
め
、
見
直
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

馬
路
村
は
人
口
１
１
２
７
人
、
山
間
部
の

小
さ
な
村
だ
が
、「
ゆ
ず
香
る
杉
と
温
泉
の

ふ
る
さ
と
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
村
を

売
り
出
し
、
Ｉ
タ
ー
ン
等
の
若
者
が
増
え
、

交
流
人
口
も
増
加
し
、
活
気
に
み
な
ぎ
っ
て

い
た
。

ゆ
ず
製
品
の
通
販
顧
客
は
35
万
人
。
順
調

に
業
績
を
伸
ば
し
、
収
益
は
様
々
な
形
で
村

に
寄
付
を
し
て
お
り
、
村
の
財
政
は
極
め
て

健
全
で
あ
っ
た
。
特
別
村
民
制
度
は
、
１
９

０
０
人
が
登
録
し
、
内
２
４
３
人
が
来
村
。

創
造
力
と
人
の
絆
、
そ
し
て
何
よ
り
村
を
愛

す
る
心
の
強
さ
が
合
併
を
望
ま
ず
、
全
国
に

馬
路
村
の
名
を
広
め
て
い
る
。

こ
の
視
察
を
今
後
の
市
政
に
生
か
し
て
、

市
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
た
い
と
決
意
も
新

た
に
し
た
。

まちづくりの拠点施設「どんでん館」

馬路村の名を全国に広めた開発商品

専門医による子どもの相談

が
、
公
・
民
の
境
界
が
あ
い
ま

い
と
な
る
こ
と
か
ら
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
施
設
を
実
現
す
る
に
は
、

医
師
会
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
医
師
会
に
誠
心
誠
意
お
願

い
し
、
是
非
実
現
願
い
た
い
。

こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
広

報
紙
等
に
よ
り
市
民
に
説

明
し
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
も
考
え
た
い
。
施

設
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
休

日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
が
一

般
的
で
あ
る
。
財
源
に
つ
い
て

は
、
合
併
特
例
債
が
活
用
で
き

れ
ば
有
利
で
あ
る
し
、
助
成
金

が
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
た

い
。
建
物
の
規
模
に
つ
い
て
は

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
敷
地
は
有
効
に
活
用
し
た

い
。公

設
民
営
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
建
物
は
公
設
で
建
設
し
、

運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
等
を

活
用
し
、
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
る
が
、

慎
重
に
精
査
し
、
市
の
負
担
が

極
力
少
な
い
方
法
を
考
え
て
い

き
た
い
。
中
間
報
告
に
書
い
て

あ
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
た
い
。

（
市
　
長
）

総
合
病
院
誘
致
の
可
能
性

が
低
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

24
時
間
体
制
の
救
急
医
療
拠
点

施
設
を
整
備
す
る
と
昨
年
の
選

挙
時
に
説
明
し
た
が
、
さ
ら
に

広
報
紙
を
通
じ
て
説
明
し
た
い
。

現
在
示
し
て
い
る
休
日
・
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
も
っ
と

充
実
し
た
も
の
を
」
と
の
声
が

多
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
検
討

し
た
い
。
医
師
会
と
は
何
度
も

交
渉
し
て
お
り
、
精
力
的
に
こ

れ
に
当
た
り
た
い
。
（
市
　
長
）

総
合
病
院
の
誘
致
は
断
念

し
た
の
か
。
断
念
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
と
責
任

を
市
民
に
説
明
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
休
日
・
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
の
医

師
会
と
の
協
議
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
中
間
報
告
に

よ
れ
ば
夜
３
時
間
の
み
の
診
療

で
あ
り
、
選
挙
公
約
で
あ
る
24

時
間
体
制
と
は
ほ
ど
遠
い
。
救

急
車
も
受
け
入
れ
な
い
施
設
な

ら
、
広
い
ユ
ニ
チ
カ
の
地
に
建

設
す
る
必
要
は
な
い
。

財
政
指
標
と
し
て
実
質
公

債
費
比
率
の

制
度
が
導
入
さ
れ
、

本
市
は
県
下
15
市
の

中
で
悪
い
方
か
ら
６

番
目
で
あ
る
。
合
併

特
例
債
を
使
い
な
が

ら
多
く
の
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
。
起
債

の
償
還
額
に
対
す
る

地
方
交
付
税
へ
の
算

入
に
つ
い
て
、
計
算

上
と
実
際
は
ど
の
く

ら
い
差
が
あ
る
の
か
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
起

債
制
限
比
率
に
特
別
会
計

の
返
済
額
を
上
乗
せ
し
た
も
の

で
、
上
下
水
道
や
都
市
基
盤
整

備
を
実
施
し
た
団
体
ほ
ど
比
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
財
政
は

裕
福
な
状
態
で
は
な
い
が
、
借

金
も
前
年
比
で
約
９
億
円
減
っ

て
い
る
。
今
後
一
層
好
転
さ
せ

る
よ
う
努
力
し
た
い
。
地
方
交

付
税
へ
の
算
入
額
に
つ
い
て
は
、

美
袋
槻
線
の
橋
を
例
に
と
る
と
、

計
算
上
は
４
２
６
０
万
円
で
あ

る
が
、
実
際
交
付
さ
れ
た
概
算

額
は
１
８
８
０
万
円（
約
44
％
）、

約
２
４
０
０
万
円
が
算
入
さ
れ

て
い
な
い
。

（
市
　
長
）

車
等
放
置
防
止
条
例
を
視
野
に

入
れ
、
現
在
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
市
　
長
）

傍聴できます　本会議 
　定例市議会は、年４回開かれてい
ます。この本会議はどなたでも傍聴
することができます。一般の定員は
43人、車椅子定員は２名です。皆さ
ん是非、傍聴ください。次は12月に
開かれます。 




